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平成３１年３月２９日 

 道路局国道・技術課 

国土技術政策総合研究所 

道路 

局国土技術 

政策国土技術政策こく 

道路政策の課題をﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰする研究を新規に８件採択します 
～「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」募集の審査結果について～ 

 

 

国土交通省では、「学」の知恵、「産」の技術を幅広い範囲で融合し、道路政策の質を一

層向上させるため、平成１６年１０月より新道路技術会議（委員長：前川宏一 横浜国立大

学教授）を設置しております。 

 

平成３０年１１月７日から１２月２１日までの期間、平成３１年度から取り組む技術研究

開発の募集を実施したところ、２５件の応募がありました。 

 

今回採択された各技術研究開発の課題は、新道路技術会議での審査内容に基づき、実施内

容の調整等を行った上で、平成３１年度の技術研究開発を進めていただくことになります。 

 

会議内容の詳細等は、国土交通省道路局「道路政策の技術研究開発」のウェブサイトに掲

載しております。（新道路技術会議URL：http://www.mlit.go.jp/road/tech/index.html） 

 

  

 

 

平成３１年３月４日に開催しました第３６回新道路技術会議において、平成３１

年度から３年以内で道路政策の課題の解決を目指す技術研究課題を研究者の方々

から広く募集し、新たに８件を採択することになりました。 

資料配布の場所 
 １．国土交通記者会 
 ２．国土交通相建設専門紙記者会 
 ３．国土交通省交通運輸記者会 
 ４．筑波研究学園都市記者会 
 平成３１年３月２９日同時配布 

＜お問い合わせ先＞ 

（新道路技術会議について） 

道路局国道・技術課    課長補佐 大場  舗装係長 椙原 

代表：03-5253-8111（内線 37862、37855）  

直通：03-5253-8492 FAX：03-5253-1620 

（採択課題について） 
国土技術政策総合研究所  道路研究官 高宮 

             直通：029-864-2219  FAX：029-864-0178 

             道路構造物管理システム研究官 玉越 

             直通：029-864-7604  FAX：029-864-2690 



 

 「新道路技術会議」による審査の結果、採択された研究（研究テーマ名と応募時の提案概

要等）は以下の通り。 

 
【特定課題：次世代ETC システムについて】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 ETC2.0データの活用と評価を通じた次世代ETCの基本設計提案 

いりょう たかまさ 

井料 隆雅 

（神戸大学） 提案概要 

本研究では、次世代ETCシステムの基本設計の提案を、ETC2.0

データを活用したケーススタディによる要件抽出、新観測技術

の実道実験、匿名化や外部データ連携技術等の開発を基に、要

件を満たすに必要かつ十分で、現行ETC2.0 と連続性がある形で

行うことを目指す。 

 
【特定課題：道の駅等の交通・防災拠点に関する効果的な広域配置と交通マネジメントについて】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
マルチスケールな交通連携を想定した拠点配置と交通マネジメ

ントについての技術研究開発 

くさかべ たかひこ 

日下部 貴彦 

（東京大学） 提案概要 

本研究では、ETC2.0 やカメラなどのセンシング技術を活用し、

次世代交通システムを想定した交通結節点の配置、機能分担等

の拠点機能検討のための方法論構築を目的とする。これによ

り、交通結節点評価方法及び、都市間交通機能、地域交通機

能、防災機能などを発揮するための交通マネジメントの方法論

を確立する。 

 

【特定課題：道の駅等の交通・防災拠点に関する効果的な広域配置と交通マネジメントについて】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
交通・物流・交流・防災拠点としての道の駅の性能照査と多目

的最適配置に関する研究 さの かずし 

佐野 可寸志 

（長岡技術 

科学大学） 提案概要 

道の駅を交通、物流、地域交流および防災拠点として活用する

ための機能を論じ、広域ネットワークでの拠点間の近接性等を

踏まえて、拠点毎に各機能の有効性を指標化する手法と多目的

最適配置計画手法を確立する。 

 
【特定課題：トンネル等のうき・剥離の検出技術】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
解析学的信号処理によるトンネル等のうき・剥離の高精度・高

速検出の研究開発 
いしだ てつや 

石田 哲也 

（東京大学） 提案概要 

本研究は、空間周波数分析等の解析学的信号処理手法に基づ

き、移動計測車両に搭載したレーザースキャナで取得される点

群情報からトンネル等のコンクリート表層の特徴を捉えること

で、うき・剥離を高速かつ正確に検出する技術を開発する。 

 

 

 

 

 
 

別 紙 



【特定課題：構造物の定期点検における水中等の不可視部分の点検支援技術】 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
高感度磁気非破壊検査による目視不可能な箇所の損傷の検出に

ついての技術研究開発 

つかだ けいじ 

塚田 啓二 

（岡山大学） 提案概要 

本研究では、高感度磁気非破壊検査により、目視不可能な箇所

の鋼部材に生じた腐食、疲労、破断などの損傷や欠陥を検出す

る技術開発を行う。具体的には、水中部の鋼製橋脚など付着生

物を除去せずに残存板厚を計測する方法、照明・標識柱や鋼製

橋脚の基部などのコンクリート埋設部や、閉じ断面内の腐食と

疲労亀裂を検出する方法、コンクリート中のアンカーボルトの

腐食を検出する方法、溶接内部の不良や欠陥を検出する方法に

関する技術を開発する。 

 
【政策領域１：新たな行政システムの創造】 ※ＦＳ採択 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
自動運転とシェアリングが融合した新しいモビリティサービス

と社会・都市・生活の未来についての研究開発 

みぞかみ しょうし 

溝上 章志 

（熊本大学） 提案概要 

「自動運転」と「シェアリング」はSociety5.0 を支える主要技

術であり、両者が統合した自動運転シェアリング（AVS: 

Autonomous Vehicle Sharing）は究極のモビリティサービスを

提供するであろう。本研究開発では、AVSサービスに対する市

民の要望や社会的受容性、既存公共交通事業との関係、駐車場

需要や都市構造・社会生活への影響など、AVSサービスが実装

された後の総合的モビリティサービスのあり方と社会・都市・

生活の変化・変容について、技術的・社会的側面から検討を行

う。 

 
【政策領域２：道路ネットワークの形成と有効活用】 ※ＦＳ採択 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
地域・都市構造に応じた機能階層型道路ネットワーク計画・評

価手法についての技術研究開発 
なかむら ひでき 

中村 英樹 

（名古屋大学） 提案概要 

地域・都市の各種拠点配置特性に応じて、求められる道路の階

層数と目標旅行速度の組み合わせを明示し、機能階層型道路ネ

ットワーク計画を立案する手法を提案するとともに、任意の道

路ネットワークの機能階層化度の評価指標を開発することを目

的とする。 

 
【政策領域８：道路資産の保全】 ※ＦＳ採択 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
IoTと画像機械学習を活用した自動車荷重実態の簡易把握技術

の開発 
ながやま とものり 

長山 智則 

（東京大学） 提案概要 

IoTと画像機械学習技術を活用して、路面・ジョイント・床版

に作用する静的および動的な自動車荷重を、広域に簡易に把

握・評価する技術を開発し、高速道路や一般道の橋梁・路線で

実証する。 

 
 今回採択された各研究課題については、新道路技術会議での審査内容に基づき、実施内容の調整等を

行った上で、平成３１年度の技術研究開発を進めていただくことになります（応募及び審査結果の概要に

ついては、参考を参照）。 



タイプⅠ タイプⅡ タイプⅢ タイプⅣ FS

政策実現型
技術ブレイク
スルー型

新政策領域
創造型

特定課題
対応型

実行可能性
調査

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

応募
（件）

採択
（件）

領域１ 新たな行政システムの創造 1 1 1

領域２
道路ネットワークの形成と
有効活用 1 1 1

領域３
新たな情報サービスと利用
者満足度向上

領域４ コスト構造改革 1 1

領域５
美しい景観と快適で質の高
い道空間の創出 1 1 2

領域６ 交通事故対策 1 1

領域７ 防災・災害復旧対策 1 1 2

領域８ 道路資産の保全 2 1 3 1

領域９ 沿道環境、生活環境 1 1

領域１０ 自然環境、地球環境

－
特定課題
(ソフト２課題／ハード２
課題）

13 13 5

5 4 2 13 1 25 8

道路政策の質の向上に資する技術研究開発の応募及び審査の結果（概要）

合計

合計（件）

参 考


